
主催：「公共建築の日」及び「公共建築月間」関連イベント実行委員会
【 (一社)建築設備技術者協会、(一社)公共建築協会、(公社)日本建築家協会、

(一社)日本建築構造技術者協会、(公社)日本建築積算協会 / 50音順 】

共催：「公共建築の日」及び「公共建築月間」東北地方協力支援会議
【 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、仙台市、東北地方整備局 】

施設見学会
～ 福島県の施設整備におけるカーボンニュートラルや

災害対策に向けた取り組み ～

公共建築の日・公共建築月間 関連イベント

令和７年１１月
開催

見学施設 ①林業アカデミーふくしま研修施設
②福島県郡山合同庁舎（施工中）

◆採用されている主な木造技術・工法
●ＷＯＯＤ．ＡＬＣ

断面の小さな木材を接着した厚板集成板
●縦ログ工法

木材を束ねて木の壁（パネル）とする工法

「公共建築の日」は１１月１１日 建築の基本的な構造を象徴する４本の柱のイメージと、国会

議事堂の完成（昭和１１年１１月）などから制定された。

「公共建築月間」は１１月 公共建築の日を含む１１月であることから制定された。

①林業アカデミーふくしま研修施設

②福島県郡山合同庁舎

◆見学内容
①林業アカデミーふくしま研修施設の施設概要と、建物に使用されている福島県と関わりの
深い木材や木造技術・工法の活用について紹介のうえ、施設をご覧いただきます。

②福島県郡山合同庁舎の施設概要と、災害などに備える庁舎としての取り組みや、環境に配
慮し快適に利用できる技術について紹介のうえ、施工中の工事現場をご覧いただきます。

◆採用されている主な技術・工法
●防災拠点としての機能を維持するた

め免震構造の採用や非常用発電機等
を整備。

●省エネに配慮し、地中熱ヒートポン
プチラーの採用等によりZeb Ready
を取得。

●構造体の一部にCLT材を採用。

免震装置

【完成予想図】
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